
 

説 明 会 ： ２０１８年１０月１６日（火）１２：２０～１３：００ １号館２１２室 

出願期間 ： ２０１８年１０月２９日（月）～ １１月２日（金） 

募集人数 ： 若干名 

研修期間 ： ２０１９年２月１７日（日）～ ３月９日（土）（予定） 

       

―― プログラムの概要 ―― 

 このプログラムは、2011 年度から導入された短期留学研修です。参加者は、高麗大学校国際語学院

韓国語センターが主催する「短期集中課程春日程」プログラムに自費参加し、韓国語及び見学・文化体

験の授業を受けます。修了した学部生には、成蹊大学において所定の単位が与えられます。 

 

１．プログラム日程（予定） 

研修期間： 2019年 2月 18日（月）～3月 8日（金） 

 

２．プログラム内容 

① 月曜日から金曜日まで 1日 4時限（9：00 ～ 13：00）のレベル別韓国語授業 

② 興味のある科目を選んで参加する選択授業（韓国語の会話・発音など） 

③ 現場見学：ソウルシティーツアーなど 

④ 文化体験：韓国伝統楽器演奏、韓国料理作り 

※ 上記内容は事情により変更されることがあります。 

 

３．研修代金 (予定) 一人当たり 330,400円（催行人数：3名の場合 ※参加人数により変動します） 

※為替変動等により、金額が変更となる可能性があります。 

研修代金には以下の代金が含まれます。 

① 航空運賃（エコノミークラス）、② プログラム費用（授業料、登録料）、 

③ 宿泊費用（2人部屋／食事なし）、④ 空港送迎費用、⑤ 空港税・国際観光旅客税 

      

４．事前・事後指導 

 （1）オリエンテーションを下記の日程で行う。（予定） 

     11月 27日（火）12：20 ～ 13：00  1－212 

      2月 1日（金） 10：00 ～ 14：00 1－304 

 （2）帰国後に、フィードバックのためのレポートを 

    提出すること。 

 

５．単位認定 

  プログラム終了時に行われる試験等において一定の成績を修めた者についてのみ、各学部教授会が

適当と認める授業科目および単位に読み替えて認定される。 

 

 

２０１８年度  春期派遣 

韓国 高麗大学短期協定留学プログラム紹介 

～ Korea University ～ 



６．参加者の募集について 

（１） 出願受付 

期 間： 10月 29日（月）～ 11月 2日（金） 

時 間： 9：00 ～ 17：00（昼休み 11：30～12：30を除く） 

場 所： 国際教育センター国際課（1号館 2階） 

（２） 募集人数：若干名 

（３） 出願資格：次の条件を満たす者 

① 本学学部生および大学院生（正規生に限る。学部・学年を問わない。） 

② 学習意欲があり、短期留学派遣生として適切な行動がとれる者 

③ 上記に予定されているオリエンテーションに出席が可能な者 

＊やむをえない事情で欠席する場合は事前に届け出ること。 

     ④ 心身ともに健康である者 

＊健康上の不安がある者はかかりつけの医師等に事前に相談すること。 

（４） 出願書類 

          ① 「春期短期協定留学願書および誓約書」 

     ② 「成績証明書」 

     ③  大学保健室の HPで閲覧できる健診結果を印刷したもの 

（今年度 4月以降に受診したもの、A4版） 

     ④  ハングル能力検定試験の結果を証明する書類のコピー（留学願書に記載する場合） 

（５） 選考 

提出された上記の出願書類から総合的に判断する。場合に応じ個別面接を行うこともある。 

（６） 結果発表 11月 20日（火）に国際教育センター掲示板（本館北側）に発表する。 

 

７．奨学金 

高麗大学派遣決定者で、ハングル能力検定試験 4級以上の者は、成蹊大学外国留学奨学金（短期協

定留学生用・給付金額 10万円）に応募することができる。 

 

８．高麗大学と国際語学院韓国語センターについて 

高麗大学は、19学部を持つ韓国の大学ではトップクラスに位置する歴史ある著名な私立総合大学で

す。近年では国際化に積極的に取り組み、世界有数の大学と肩を並べ、世界の中心となる大学とし

て成長することを目標に掲げています。そのような目標を達成するための一環として、1986年に海

外の優秀な人材に韓国の言語と文化を教えることを目的に設立されたのが、今回の短期留学プログ

ラムを主催している「国際語学院韓国語センター」です。同センターは、その規模と教育水準にお

いて、すでに確固たる地位を獲得し、修了生たちからの教育満足度も高い評価を受けています。こ

れは専門知識と研究能力を備えた教授陣、先進化した行政制度、そして体系的で合理的な韓国語教

育課程が完備されていることによるものです。 

 


